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次 第 １ 開会 

２ 挨拶 

３ 宇宙状況監視レーダーの概要説明 

４ 質疑応答 

５ 閉会 

 

会 議 内 容 

２ 挨拶 

 山陽小野田市総務部長が挨拶を行った後、山陽小野田市及び防衛省職員が所属と氏

名を述べた。 

 

３ 宇宙状況監視レーダーの概要説明 

 防衛省中四国防衛局企画部長が資料に沿って説明を行った。 

 

４ 質疑応答 

  最初に市民からの質疑を受け、休憩をはさんだ後に、全体の質疑を受けた。最後に

「宇宙監視レーダー基地建設に反対する会」からの事前申し入れについて回答を行っ

た。 

＜市民からの質疑応答＞ 

Ｑ ８ページにある事前の検証について、この数値はあくまで机上の値と思われるが、

どういう数値を根拠として算出されたのか。その根拠数値を出していただけないと我

々は判断できない。 



Ａ ＳＳＡレーダーは電波法に定める無線設備として安全性の確保が求められている。

安全性を確保するための電波の強度の算出方法及び測定方法については、電波法施行

規則に基づく告示（総務省）に明記されており、こうした算出方法に従い詳細に設計

されている出力等の値を用いて算出している。 

 

Ｑ 準天頂衛星は監視しないのか。 

Ａ 準天頂衛星も含め、いろんな衛星全てを対象としている。 

仰角２０度以上としているので、準天頂衛星を追って、２０度から下げることはしな

い。 

 

Ｑ 安全であるという言葉は頂いたが、想定外の事態発生時の対策はあるのか。また、

基地は無人と聞いたが、台風等自然災害が発生した場合の対応についてはどうか。 

Ａ 以前は防府北基地から遠隔で対応すると回答していたが、現在、防府北基地の隊員

を常に張り付けることができないか、と検討している。運用は府中だが、管理は防府

北基地で行う。 

 

Ｑ レーダー施設（迷惑施設）があることにより、危ないから住みたくない、あるいは

土地の評価も下がると思うが、埴生に対する補助は。 

Ａ 現在防衛省において、防衛施設の設置や運用上生じる障害が出た場合について、そ

の影響を緩和させる意味で、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づき

補助金や交付金を交付させていただいている。今回もＳＳＡレーダーを設置した後

に、運用していく中で、実態を把握し、市と調整の上、環境整備法で対応していきた

い。 

 

Ｑ 机上のシミュレーションはパラボラアンテナ６基で行ったものか。 

Ａ ７ページに記載しているが、今回のシミュレーションについては基地内の６基全て

のレーダー施設を運用する前提で算出している。 

 

Ｑ ６基を１か所にまとめて設置しなければならないのか。埴生や防府で基数は分けれ

ないのか。 

Ａ ４ページに記載しているが、東経１２６度から１３６度の中で設置すれば我々の目

的とする衛星の監視が十分に対応できるだろうということで、この場所としている。

レーダーの性質上、離れすぎるとその機能を発揮できないため、６基１か所でなけれ

ばならない。 

 

Ｑ 多くの自治体の中で、なぜ埴生なのか。防府ではだめなのか。 

Ａ ４ページに記載のとおり。防府では地積が確保できない。 

 



 

Ｑ この土地は海上自衛隊の土地ではなかったのか。法律を変えたのか。 

Ａ 平成３１年２月に所管替えした。法律に基づいて所管を替えた。 

 

Ｑ 必要な電源はどのように対応するのか。自家発はどこに設置するのか。 

Ａ ２万ボルトの専用線を電力会社に引き込みをお願いしている。また、停電の際も運

用できるよう、専用の発電機を電源局舎内に設置する。 

 

Ｑ ２万ボルトの電源について、うわさで島根原発から引くんではないかと聞いた。ど

こから引き込むのか。 

Ａ 電力会社に引き込みをお願いしている。どこで作られる電気かは電力会社が判断さ

れることである。山野井変電所から分岐するとは聞いているが、どこの火力発電所、

どこの原子力発電所から来ているのかは、電力系統の話になるため、情報を持ってい

ない。 

 

Ｑ ドームをレインボーにしてもらえないか。埴生ＩＣから出てすぐに見れる位置にあ

り、ちょっとした話題になると思うがどうか。 

Ａ 色に関しては、御意見を受けたということで持ち帰らせていただく。 

 

Ｑ インターネットの情報で、宇宙衛星について、各国がいろいろな動きをしていると

ある。宇宙戦争になりかねない。埴生が日本で唯一レーダー基地がある場所というこ

とで、攻撃されるのではないかという恐怖心がある。 

Ａ 確かに、人工衛星を監視しているため、危ないのではないかという考えはあるが、

防衛省自衛隊は、２４時間体制で警戒・監視をしており、防空識別圏に他国が入って

くる場合はすぐに駆けつけて日本に入ってこないようにするし、弾道ミサイルについ

ても、早期警戒衛星を米側と共有することで、そういうことは対処できないように、

専守防衛の下で行っている。 

 

Ｑ 電波の危険性について、無いと言われるが根拠の数値は短時間の測定結果と思われ

る。地元はこの地に長年住み続けることになるため、その分大量に浴びることになる。

年１回でも住民に対して影響検査を実施してほしい。船のレーダーでも国で検査する

ことが決まっている。 

Ａ 現在はシミュレーション数値であるため、運用開始前に電波を測定し、示したいと

考えている。 

この宇宙監視のレーダーは、静止軌道上のものを見ようと考えており、時間をかけ

て非常に弱い信号を、時間をかけて検出し、衛星の位置やごみの位置を把握する作り

となっているため、従来の強い信号を使うレーダーと違う。 

検査については、改めて市と検討しながら決めていきたい。 



 

Ｑ １２６度付近であれば全ての静止衛星が監視できるのでその付近に基地を造らな

いのか。土地が無いなら土地を買えばよい。埴生の人口は４千人程度いると思うが死

ねということか。雇用は生まれないのか。 

Ａ ４ページのとおり。本地区で限りなく全てを監視する。静止軌道帯の人工衛星は９

０度から１６０度に主に存在している。設置場所は東経１２６度から１３６度の間で

防衛省が管理する土地で一番監視するのに評価が４つの案件で検証の上、この地区が

最適と判断した。危険性については先のとおり２４時間体制で監視し、専守防衛の下

で対応していく。 

 

Ｑ 土地を買うという考えはないのか？ 

Ａ 令和５年度から運用を開始するということが目的であり、そのためには、防衛省の

土地が一番早く運用を開始する準備ができる。 

 

Ｑ 冷却装置について、地下水を使うのか。イージスアショアのときには地下水を使用

すると言っていた。 

Ａ 冷却については、車のラジエーターと同じ循環型の冷却水を使用するので、地下水

などは使わない。 

 

Ｑ レーダーは２４時間なのか。 

Ａ 宇宙空間の安定的利用に資するため、常時継続的な体制が必要と考え、基本的には

２４時間照射している。 

 

Ｑ メインビームは航空機に当たらないのか。 

Ａ 航空路を避けて照射するようにしている。ヘリコプター等については、管制が見て

おり、危険なときは自動的に止まるようになっている。安全管理は徹底していく。 

 

Ｑ 主に静止衛星あるいは宇宙ゴミを見るということだが、ミサイルを監視するような

目的で使わないといえるのか。 

Ａ 宇宙監視のためのレーダーのため、ミサイルを追うための能力を持っていない。 

 

Ｑ 南側の民地に対してどのような対処を行うのか。ＪＡＬ、ＡＮＡの飛行機が飛んで

いる時にレーダーを止めるのか。海上自衛隊の飛行訓練の際、その上空を飛ぶ時も止

めるのか。 

Ａ 南側の民地については、電子機材に影響がありそうなため、電波の確認をした後に、

仮に電波が出た場合には遮蔽物による対処を考えている。 

レーダー照射については、航空路を避けて照射する。ヘリコプターや小月の飛行に

も影響が出ないようにする。したがって、基本的には、影響ないと思ってよいが、緊



急なものについては、自動的に機械が止まるし、そのような対応により安全管理を徹

底していく。 

 

Ｑ 南海トラフのような大地震に対する住民の安全も含めた対策はあるのか。 

Ａ 地震の時の対応については、計画を作るなどして対応しなければならないと考えて

いる。 

 

Ｑ イージスアショアに代わるものではないのか。 

Ａ 代わるものについて、我々では、洋上での計画があるまでしか分からない。 

 

Ｑ 日本一の施設、世界一の施設となると思う。観光施設として、安全に観光できる場

所があれば、開放してもらい観光事業として考えていただけないか。 

Ａ 電波法との兼ね合いがあるが、保全上許される範囲内で山陽小野田市と相談しなが

ら施設見学などを検討していく。観光の場までいくかは分からない。 

 

Ｑ ８ページのピンクのところだが、遮蔽物を作ると言ったが、景観を損なうのでは。 

Ａ 私有地に遮蔽物はできないため、一番深い部分、レーダーに近い部分のみ設置する

ので、景観を損なうものではない。 

 

Ｑ うわさでは、警備が一般の方から、自衛隊員に代わると聞いた。 

Ａ 現在工事ゲートにいる警備員は、工事業者が契約している警備会社のガードマンで

ある。自衛隊員が警備に立つといううわさは知らないが、工事車両の円滑な運用をす

るため、工事を行っている間、現在の体制を継続する。 

 

Ｑ 防衛白書にこの資料に似た図が書かれており、そこにはミサイルの発射状況の監視

と書いてあったが、この資料の図には記載がない。住民説明会で省くことに不信感が

ある。この施設は、敵基地攻撃能力を有するような施設ではないのか。 

Ａ 防衛白書については、防衛省が検討しているものを総合的に組み合わせた図が書か

れている。この資料では、ＳＳＡのみのことが書いてある。ＳＳＡはスペースデブリ

や宇宙ごみを監視するためのものなので、敵基地攻撃能力を想定したものではなく、

全く関係ない。 

 

Ｑ もし静止衛星の全ての監視に最適な位置が、１４５度にあるとしたら、施設の設置

場所は府中の方面に決定していたのか。極論で言うと、埴生地区住民としては静止衛

星の位置を移動してもらいたい。今後は不審な衛星が監視対象となると思うが、本当

に適している場所が埴生なのか。住民に危害を与えない場所をもう一度検討する必要

があるのではないか。 

Ａ 最適な位置が１４５度であればという仮定の話については、申し上げにくい。 



現状１２６度から１３６度の間が監視に最適であるということ。その上で基地の場所

決定については防衛省が持っている土地を対象としており、その他の要件については

資料の４ページのとおり。 

 

Ｑ 飛行機等が照射位置に来たらレーダー照射を止めるということであるが、その距離

はレーダー施設から何キロ以内となるのか。 

Ａ 電波申請を総務省に行うに当たり、国土交通省から調整を受けて対航空機の耐空の

観点から分析し、安全基準を基に、今のところ約３．２キロに境界線を設ける。きわ

めて近傍の航空域になる。ドクターヘリについては、計画内で飛行するので、飛行状

態を確認する周辺監視用のレーダーを活用して、状況を見て動作停止することを考え

ている。 

 

Ｑ 飛行禁止区域の設定は行わないということでよいか。この施設は監視するのみで、

ここで得た情報は府中基地に行き、アメリカと連携するなら、軍事基地になるのでは

ないか。アメリカに情報を渡してその後どうするのか。この辺りの説明が抜けている

のではないか。 

Ａ ３ページ目のとおり、レーダーは不審な衛星やデブリを監視する。アメリカだけで

なくＪＡＸＡや民間業者の衛星運用者とも連携をして、衛星運用者それぞれに情報を

お渡しして、衛星の運用者が回避を行う。米軍も確かにあるが、民間とも共有を行う。 

 

Ｑ ＪＡＸＡのほうがはるかに技術が進んでおり、民生のことを守るのであればＪＡＸ

Ａに任せるべきである。今の説明の範囲では、ＪＡＸＡで十分ではないかと思われる

が、自衛隊が運用する理由は、米軍への情報共有のその先にあると考えている。 

Ａ 衛星の利用については国民の生活にも役立つし、自衛隊の活動にも必要であるとい

う認識の下、レーダー建設を行っている。ＪＡＸＡの光学望遠鏡は昼間は見ることが

難しいし、雲があった場合は見えづらいので防衛省としてはＳＳＡレーダーにより静

止軌道の衛星を監視することとしている。 

 

Ｑ 説明に全く納得できない。ＪＡＸＡの技術をもってすれば、このレーダー基地の機

能はＪＡＸＡでもできるのに、わざわざ自衛隊が担われる。この点について自衛隊の

任務はあくまで我が国の安全保障であり、平たく言えば軍事的に守るということにな

る。このことをはっきりと軍事的に守ると言ってほしい。 

Ａ まず、ＳＳＡ宇宙状況監視であるが、今現在日本の衛星運用者、世界中の衛星運用

者は、一旦アメリカ軍から警報等が出ている。アメリカ軍がそのような活動をしてい

るが、宇宙監視に関しては、衛星を上げるような国であれば、各国で対処できる体制

を持ってくれという流れがある。 

その中で、ＪＡＸＡは技術もあり、研究されているが２４時間連続した活動は行っ

ていない。各衛星運用者に対するサービスという観点で、夜だから活動していないと



いうことではいかないため、国の中で検討を進める上で、防衛省にその体制が回って

きたと感じている。衛星を監視し、その衛星がどこにいてどういう作業を行っている

かを観測する必要があり、絶え間なく観察し、絶え間なく情報更新が必要になる。そ

の情報更新をした中で、相互の物体が衝突するのか、ギリギリを通過するかという分

析をし続けなければならない。そういう観点からも２４時間３６５日活動をし続けら

れる体制のもとに行うということで、自衛隊で実施する。 

当然、民生に対する問題を軍隊がカバーするのかということも当然アメリカの中で

同じ声があるが、他の省庁でやるような話もあるが、長い目で見れば、日本もどうな

るか分からないが、とりあえず体制を整える上で今防衛省の方で実施すると、御理解

いただきたい。 

 

Ｑ 非常に詳しく説明されているが、米軍と情報を共有するということまでの説明で終

わっており、尻切れトンボである。 

情報共有したその後のアメリカ軍の動きが聞きたい。不審な衛星を埴生レーダーで

監視し、それを米軍と共有する。日本は不審衛星を打ち落とせないので最後に米軍が

どうするのかを聞きたい。 

Ａ アメリカからの情報共有と書いてある部分だが、アメリカ軍からもらうデータは、

宇宙全体のカタログでデータベースとなる。そのデータを基に、日本で収集したデー

タ（ＪＡＸＡ、自衛隊）を照らし合わせて更新していき、またアメリカの情報を入れ

ていくという形で更新を続けていく。 

アメリカ軍は自前の優先順位に従って見たい情報を優先して監視を行っており、ア

メリカ軍が日本の上空を優先して見てくれているわけではない。我が国は我が国で見

たい優先順位に基づいた監視を行い観測量を増やしていく。アメリカに情報共有とい

うのは、日本の観測データが増えたからといってアメリカが持っていない情報が増え

ていくということではない。 

 

Ｑ 日本の１２６度から１３６度の範囲で監視するということは、アメリカが見ること

のできない、入手できない情報を日本で取得し、その情報を渡すためではないか。 

Ａ 我々が取得したデータはシステム上アメリカが見ることは可能。しかしその後アメ

リカがその情報を基にどのように活動するかは分からない。日本の上空静止軌道体の

情報についてはアメリカも観測しており、観測のタイミングや量とかの観点で観測力

が増えるということでデータが渡って何かするというところまでは把握していない。 

 

Ｑ レーダー施設の観測情報を国民に情報提供することは、あり得るのか。領空侵犯に

ついては国民に公表されているが。できないのであればそれは国家機密か。デブリな

どは宇宙ごみのデータであり、環境問題から公表できないのか。 

Ａ アメリカ軍は衛星軌道データをインターネットで公開しているが、日本はそこまで

整備できていない。まずは衛星運用者に情報提供できるかどうかという入口部分を検



討している。衛星運用者に提供するデータは平のデータ（国家機密ではないデータ）

である。今まで防衛省のシステムでは収集した情報を公表する形になっていないた

め、今後の検討課題とする。 

 

Ｑ ３ページのＳＳＡ衛星については今後打上げたいと言われていたが、既に打ち上が

っているものか。図は上空の衛星と通信するような図が無い。今後どこと通信するか

教えてほしい。 

Ａ 令和８年度までに打上げ予定であり、まだ上がっていない。 

打上げた後にどのような運用をするのかは、今後検討していく。 

 

＜市民以外の者からの質疑応答＞ 

Ｑ この施設は、平和施設なのか、軍事施設なのか。 

Ａ ＳＳＡレーダーを設置し、皆様も使っている我が国の人工衛星が、機能喪失になら

ないように監視をする、かつ、それら人工衛星は、防衛省・自衛隊も活用している点

で、平和のものか、軍事のものなのかの質問に、具体的に答えるのは差し控えさせて

いただくが、両方とも対応できるものではないかと考えている。 

 

Ｑ 中期防衛力整備計画に、宇宙状況監視は宇宙ごみ、キラー衛星、衝突回避の３つ目

的があると明確に書かれている。デブリに関しては、大半はＪＡＸＡがキャッチをし

ているため、主にはキラー衛星と衝突回避が目的ではないのか。 

Ａ 確かに、高軌道上において、デブリが少ないことは知っているが、過去に打上げた

もので、もう機能が喪失してしまっているものも対象となり、今後、機能の終わった、

運用を停止するものも監視対象になると思う。 

 

Ｑ ４ページに宇宙基本計画工程表がある。この宇宙基本計画というのは、軍事的な目

的で、日米合同で有事まで担うという計画か。 

Ａ 宇宙も第４の領域といわれており、政府の方で策定した宇宙基本計画工程表に沿っ

て、政府一体となって宇宙の空間を安定的に使用するという目的である。状況によっ

ては、有事の場合、衛星機能がないと、活動しづらい点もあるため、そういったとこ

ろも含めてである。 

 

Ｑ 京丹後の米軍のＸバンドレーダーとどう違うのか。京都のＸバンドレーダーの飛行

制限区域を京都は設けているが、ここは設けないのか。 

Ａ 米軍のＸバンドレーダーについては、知識がないので、答えることができない。飛

行制限区域についての話だと思うが、航空路には照射せず、管制でレーダーの照射角

を見ており、仮に照射内に近寄ってくる状態になれば、自動的に機能を止める対応を

とる。これらのことから、今のところ安全に配慮できているという認識のため、設け

る予定はない。今後、設定する必要性がもしあれば、関係自治体と調整しなければな



らないと認識している。 

Ｑ 不審な衛星とは何か。 

Ａ これまでも説明したとおり、既に機能が停止している衛星もキラー衛星も定義的に

はひっくるめた形で、申請がされていない衛星も含めて、不審な衛星と思っている。 

 

Ｑ 春頃成立した法律では、防衛省の施設の近辺の民家については監視対象となってい

る。この施設の周辺にはコンビニ等あるが、どう配慮するのか。 

Ａ 内閣官房で所管しているため答えを持ち合わせてないが、電波による人体や電子機

器への影響は、レーダー設置後に測定を行い、仮に影響がでるようならば対応させて

いただく。 

 

Ｑ 2015年にＪＡＸＡのアームロボットを使い宇宙ごみの起動を変えたり、対処したり

といった話を打合せしたと聞いているが、現在どうなったのか。 

Ａ ＪＡＸＡはＳＳＡの研究ということで、レーダー望遠鏡を使っていた。その成果を

今回府中に置いてある運用システムの解析の部分として、利用させていただく。 

 ＪＡＸＡとの調整とは、ＪＡＸＡの持っている機材をどうやって防衛省のデータに

するのかということをしている。これ以外でＳＳＡという観点でＪＡＸＡと調整は行

っていない。 

 

Ｑ 説明会を埴生地区だけなく、関係のある防府や米軍のある岩国、県内数か所で説明

会を行い進めるべきではないか。 

Ａ 山口県担当と調整しなければならないため、要望があれば検討していく。 

 

Ｑ 自衛隊が令和８年度に軍事衛星を上げるといわれているが、宇宙でアームロボット

で軌道を変えるとか、落とすとか、電磁波で向こうの動きをさせないとか、そういっ

たことを考えているのではないか。 

Ａ ＳＳＡ衛星について、地上からの観測では、相手の機能性能についてはまず分から

ないが、近くを撮影した状態で、衛星の形状を見ることで、何の任務を帯びているの

か、位置的観測も併せて、何を目的にするのかを背景に持つことで対応はできる。ま

た、その後、その相手がどのような挙動をするのかを考えた上で観測情報を集めるこ

とを目的としている。 

 

Ｑ ５ページの電磁妨害状況把握装置は今後どのようなスケジュールで整備されるの

か。 

Ａ 世界ではキラー衛星が開発されている事実があり、その中、我が国の通信衛星に機

能障害を生じるような可能性への対応、体制を整えるため、電磁妨害状況装置を整備

する。性能については答えることはできないが、防府北基地に設置し、人工衛星に対

する電磁妨害状況を確認したいと考えている。 



 

Ｑ 宇宙作戦群のカウンターパートナーとなる米軍、在日米軍はどこになるのか。 

Ａ 基本的にはアメリカ宇宙軍である。在日としての関係は直接はないが、調整すると

きは、横田にいる第五空軍と調整はしている。 

 

Ｑ この辺りの管制はどこになるのか。 

Ａ 築城の管制下、確認下に存在している。したがって、一般的な航空機については、

築城の下で情報が確認できる。 

 

Ｑ 有事の定義とは。 

Ａ 一概には言い切れないが、想像されるような弾道ミサイルから、東日本大震災のよ

うな災害も有事といえる。 

 

Ｑ ホームページを見るとスカパーの衛星版を利用していると出たが、これは事実か。 

Ａ スカパーの活用だが、今の通信衛星で、防衛省のほうでＸバンド通信衛星というの

が上がっているが、まだ全部使い切っていないため、それまではスカパーで上げても

らっているスーパーバードという衛星を通信として使っている。 

 

Ｑ 米軍と一緒に衛星コンステレーション計画の打上げ計画も予算化されているが、将

来、この埴生レーダー基地が受信基地になる可能性も見通しているか。 

Ａ 衛星の地上へのダウンリンクといわれる場所について、今のレーダー施設が候補に

なるとか、知る限りではそういった話がでてきたことはない。分からないことではあ

るが、既に衛星通信を行っている場所にダウンリンクを置いたほうが効率的ではない

かと思う。 

 

 

 

 

 

以上 

 


